
Program7
Research on Australia

対象：中１ 英語科
ツール・機能：音声認識機能（Speechnotes)

録音機能(Microsoft PowerPoint) 
分類：思考活動、協働活動



ICT活用のねらい

オンラインサイトを活用し正確な発音の練習を
します。

作品の共有と共同作業によって、学び合いの促
進と表現力の向上を図ります。

音声録音機能の活用により、自らの英語表現を
振り返り、デジタルポートフォリオを作成しま
す。

発表ツールとして１人１台端末を活用します。



学習の流れ

導入 展開 まとめ

・発音の練習を行う。

・本時のめあてを知り、
見通しを持つ。

・班内リハーサルをする。
・Rotation Presentation形式で
プレゼンし、聞き手からアドバ
イスをもらう。

・アドバイスを基にプレゼンを
修正し、練習後、提出する。 ・本時の振り返りを行う。

・時事の学習内容を知る。

Program7 Research on Australia (SUNSHINE ENGLISH COURSE1)
＜本時の目標＞
単元ゴール活動「Welcome to Saga ～佐賀をPRしよう～」において、１人１台端末を用い
て画像を見せながら、まとまり良く分かりやすく紹介することができるようになるために、
生徒同士の相互評価の場を設けて改善点を見つけ、各自修正し改善することを目標とする。

活用ポイント
【音声認識機能】
(Speechnotes)

活用ポイント
【スライド機能】
（Power Point）

＜めあて＞
発表会「Welcome to Saga〜
佐賀をPRしよう〜」に向け
て、改善点を見つけ、修正し
よう。

活用ポイント
【録音機能】
（Power Point）

＜思・判・表＞
A:アドバイスを基に原稿及びスライ
ド2か所以上修正し、音声化するこ
とができる。
B︓アドバイスを基に原稿及びスラ
イドを修正し、音声化することがで
きる。
＜主体的＞
A:アドバイスを基に原稿及びスライ
ド2か所以上修正し音声化しようと
する。
B︓アドバイスを基に原稿及びスラ
イドを修正し、音声化しようとする。



ここがポイント！

オンラインサイトを活用した
発音練習に取り組む。
【音声認識機能】
（ Speechnotes ）

クラスで一斉に行うと周り
の声も拾うので、ヘッド
セットを使うと効果大！



ここがポイント！

Rotation Presentation形
式でプレゼンし、聞き手
からアドバイスをもらう。
【スライド機能】
（Power Point）

気づいたことは、す
ぐにアドバイス！



ここがポイント！

アドバイスを基にプレゼ
ンを修正するポイントを
電子黒板に示します。

自己評価のポイントを示
すことで、次の活動がス
ムーズです。



ここがポイント！

アドバイスを基にプレ
ゼンを修正し、練習後、
提出する。
【録音機能】
（ Power Point)

ヘッドセットの活用
でスライドに音声も
載せています！


